
現代社会文化研究 No.68 2019 年 2 月 

 (1) 

井
上
靖
「
澄
賢
房
覚
書
」
論 

―
 

創
作
背
景
と
典
拠
に
つ
い
て―

 

李 

鈺 

A
bstract 

Inoue Y
asushi published the short story "C

yokenbo oboegaki" in the 

L
iterary W

orld M
agazine in June 1951. Inoue Y

asushi quit his job at the 

M
ainichi N

ew
spaper, finishing his 15-year journalist career in M

ay 1951. 

A
fter 

one 
m

onth, 
he 

started 
a 

new
 

life 
for 

literary 
creation 

as 
a 

professional w
riter. H

e also com
bined his experience as a journalist and 

know
ledge of B

uddhism
 into his w

ork. "C
yokenbo oboegaki" is his first 

short story that is based on a m
onk story. 

"C
yokenbo oboegaki" w

as w
ritten in the first-person perspective to 

develop the story. T
he story happened on the K

oyasan m
ountain. T

he 

m
ain characters are "m

e", "m
y friend Y

oshim
ura Y

oshiaki" , the leading 

character "C
yokenbo" and his friend "K

oei". T
he first half of the story 

tells C
yokenbo's em

otional entanglem
ent betw

een three w
om

en after he 

got expelled from
 the K

oyasan T
em

ple. In the latter half of his life, he 

concentrated on B
uddhist S

cripture research. H
e spent 20 years of his 

life on w
riting the "P

rajna R
iom

om
ukikei explanatory notes" and he 

com
pleted it . H

e w
anted to give his w

ork to his old friend "K
oei". 

H
ow

ever, w
hen he m

et "K
oei" w

ho already becam
e em

inent m
onk at 

K
oyasan T

em
ple again after 50 years, he w

asn't able to hand his w
ork 

over. T
hen he froze to death on the w

ayside. T
hat is the second half of 

the tragic story. 

In 1993, a m
ovie called "K

O
Y

A
 C

yokenbo oboegaki" based on this 

short story w
as on screen. H

ow
ever, according to m

y research, there are 

few
 research papers related to this novel even today. O

nly a sm
all 

num
ber of research papers have m

entioned the novel, but never goes into 

deep research on the character im
age creation background and the 

references. T
herefore, this paper attem

pts to organize previous research 

and analyze Inoue Y
asushi's creation background, and then deduce the 

references. 

 

キ
ー
ワ
ー
ド
…
…
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観
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上
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 一
、
は
じ
め
に 

 

 

井
上
靖
の
短
篇
小
説
「
澄
賢
房
覚
書
」
は
、
昭
和
二
十
六
（
一
九
五
一
）

年
六
月
一
日
発
行
の
『
文
學
界
』
六
月
号
（
第
五
巻
第
六
号
）
に
「
澄
賢
房

覚
え
書
」（
１
）

の
題
で
発
表
さ
れ
た
。
そ
の
後
、『
あ
る
偽
作
家
の
生
涯
』（
昭

和
二
十
六
年
十
二
月
、
創
元
社
）
に
収
録
さ
れ
、
そ
の
際
、
「
澄
賢
房
覚
書
」

と
改
題
さ
れ
た
。 

第
二
十
二
回
芥
川
賞
を
受
賞
後
の
昭
和
二
十
六
年
五
月
、
井
上
靖
は
毎
日

新
聞
社
を
退
社
し
、
同
社
の
社
友
と
な
り
、
昭
和
十
一
年
か
ら
十
五
年
間
に
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わ
た
る
新
聞
記
者
の
生
活
に
終
止
符
を
打
っ
た
。
一
か
月
後
、
職
業
作
家
と

し
て
、
記
者
時
代
に
蓄
え
た
仏
教
知
識
を
活
用
し
、
僧
侶
が
主
人
公
の
小
説

を
初
め
て
創
作
す
る
。
そ
れ
が
「
澄
賢
房
覚
書
」
で
あ
る
。 

「
澄
賢
房
覚
書
」
の
語
り
手
は
一
人
称
の
「
私
」
で
あ
る
。
高
野
山
を
訪

れ
た
「
私
」
は
偶
然
、
古
い
日
記
の
断
片
を
発
見
し
た
。
そ
の
日
記
に
記
さ

れ
て
い
た
澄
賢
と
い
う
名
か
ら
、
か
つ
て
学
生
時
代
に
古
本
屋
で
買
っ
た
『
般

若
理
趣
経
俗
詮
』
と
い
う
註
釈
書
の
こ
と
を
思
い
出
し
た
。「
私
」
は
註
釈
書

の
作
者
に
興
味
を
覚
え
、
高
野
山
か
ら
追
放
さ
れ
た
澄
賢
の
一
生
を
探
し
て

い
く
。 

「
澄
賢
房
覚
書
」
は
、
志
半
ば
に
し
て
破
戒
僧
と
な
り
高
野
山
を
降
り
た

僧
・
澄
賢
が
、
五
十
年
ぶ
り
に
高
野
に
登
り
、
高
僧
と
な
っ
た
か
つ
て
の
同

輩
の
宏
栄
に
再
会
す
る
と
い
う
物
語
で
あ
る
。
小
説
「
澄
賢
房
覚
書
」
は
二

部
構
成
で
あ
り
、
前
半
は
「
私
」
の
視
点
か
ら
描
か
れ
て
い
る
。
後
半
は
澄

賢
の
日
記
の
よ
う
な
記
述
で
あ
る
が
、
澄
賢
の
そ
ば
で
、
身
分
が
不
明
な
傍

観
者
（
語
り
手
は
「
自
分
」
、「
彼
」
で
あ
る
。
）
が
語
っ
て
い
る
。
澄
賢
房
の

前
半
に
つ
い
て
は
、
「
私
」
の
現
地
調
査
を
通
し
て
、
「
相
当
烈
し
い
情
痴
の

世
界
が
繰
り
展
げ
ら
れ
て
い
た
」
僧
侶
像
が
浮
か
ん
で
く
る
。
ま
た
、
大
学

時
代
の
「
私
」
の
調
べ
た
限
り
、
女
性
関
係
の
事
件
で
高
野
山
を
追
わ
れ
た

時
か
ら
、
橋
本
の
町
へ
現
れ
た
時
ま
で
、
常
に
「
袈
裟
」
を
離
さ
な
い
澄
賢

の
僧
侶
像
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
小
説
の
後
半
で
は
、
澄
賢
が
「
高
野

に
帰
っ
て
来
た
」
後
、
か
つ
て
の
友
人
宏
栄
に
会
っ
た
が
、
自
著
の
『
般
若

理
趣
経
俗
詮
』
を
宏
栄
に
渡
せ
な
か
っ
た
。
結
局
、
澄
賢
は
宏
栄
の
寺
か
ら

出
た
後
、
山
中
で
凍
死
し
て
し
ま
っ
た
。 

平
成
五
年
に
は
本
小
説
「
澄
賢
房
覚
書
」
を
も
と
に
し
、
高
山
由
紀
子
が

脚
本
を
執
筆
し
た
『K

O
Y

A

澄
賢
房
覚
え
書
』
が
映
画
化
さ
れ
た
。 

し
か
し
、
執
筆
者
が
調
べ
た
限
り
、「
澄
賢
房
覚
書
」
を
中
心
と
し
た
先
行

研
究
は
非
常
に
少
な
い
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
先
行
研
究
に
は
、「
澄
賢
房
覚
書
」

の
登
場
人
物
の
分
析
や
、
創
作
背
景
へ
の
考
察
、
小
説
の
典
拠
な
ど
に
つ
い

て
の
記
述
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。 

本
稿
で
は
、
ま
ず
、
本
作
に
関
わ
る
時
評
、
先
行
研
究
を
整
理
し
た
上
で
、

作
者
井
上
靖
が
高
野
山
に
注
目
し
た
背
景
を
論
じ
る
。
そ
の
背
景
か
ら
、
小

説
の
典
拠
を
推
定
し
た
い
。 

 

二
、
先
行
研
究
に
つ
い
て 

 

『
井
上
靖
全
集
』
別
巻
に
収
録
の
藤
本
寿
彦
編
「
井
上
靖
参
考
文
献
目
録
」

（
２
）

に
「
澄
賢
房
覚
書
」
に
関
す
る
時
評
が
以
下
の
①
②
の
二
つ
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
。 

 
①
「
文
芸
雑
誌
評
」
欄 

 
高
橋
義
孝
「
新
潮
の
二
作
品
」
（
『
夕
刊
毎
日
新
聞
』
昭
和
二
十
六
年
五
月 

二
十
四
日
） 

 

「
異
邦
人
」
の
感
覚
と
井
上
靖
「
澄
賢
房
覚
え
書
」（
文
学
界
）
の
行 

き
方
と
を
比
較
す
る
と
面
白
い
。 
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②
「
文
芸
時
評
」
欄 

山
本
健
吉
「
‶
何
の
た
め
に
″
描
く

―
『
デ
ス
マ
ス
ク
』
や
『
春
の
草
』
」

（
『
新
大
阪
』
昭
和
二
十
六
年
五
月
三
十
日
） 

 

井
上
靖
の
「
澄
賢
房
覚
え
書
」（
文
学
界
）
は
、
一
種
の
考
証
小
説
と 

し
て
、
探
偵
小
説
的
な
興
味
で
引
き
ず
ら
れ
た
が
、
最
後
に
空
想
的
に

な
ぞ
っ
た
部
分
で
は
ぐ
ら
か
さ
れ
た
。
澄
賢
の
人
物
像
が
、
急
に
文
学

く
さ
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。 

  

①
高
橋
の
評
で
は
、
ア
ル
ベ
ー
ル
・
カ
ミ
ュ
の
「
異
邦
人
」
と
久
保
栄
「
の

ぼ
り
窯
」
を
評
論
す
る
際
、
こ
の
小
説
に
言
及
し
て
い
る
。
②
山
本
は
本
作

を
、「
探
偵
小
説
」
の
よ
う
に
創
作
さ
れ
た
が
、
終
盤
部
分
の
澄
賢
像
が
「
文

学
く
さ
く
な
っ
」
た
と
述
べ
て
い
る
。 

『
井
上
靖
研
究
』
第
十
二
号
、
十
三
号
、
十
四
号
、
十
七
号
掲
載
の
「
井

上
靖
参
考
文
献
目
録
」（
３
）

を
参
照
し
て
み
て
も
、
「
澄
賢
房
覚
書
」
を
主
題

と
す
る
論
文
、
資
料
、
口
頭
発
表
、
講
演
な
ど
は
見
当
た
ら
な
い
。 

さ
ら
に
、
神
奈
川
近
代
文
学
館
に
所
蔵
の
特
別
資
料
館
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

の
中
に
も
、「
澄
賢
房
覚
書
」
関
係
の
資
料
は
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
資
料

課
・
特
別
資
料
係
藤
木
尚
子
の
指
摘
に
よ
る
と
、
「
「
澄
賢
房
覚
え
書
」
評
」

（
４
）

と
い
う
資
料
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
映
画
『K

O
Y

A

澄
賢
房
覚
え
書
』
が

公
開
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
の
紹
介
文
で
あ
り
、
井
上
靖
の
原
作
の
作
品
評
で

は
な
い
と
い
う
。 

そ
れ
以
外
に
、
他
の
論
考
で
小
説
「
澄
賢
房
覚
書
」
に
言
及
し
て
い
る
も

の
を
③
④
⑤
に
引
用
す
る
。 

 

③
福
田
宏
年
「
井
上
靖
の
文
学
様
式
」
（
『
井
上
靖
研
究
』
昭
和
四
十
九
年
四 

月
、
南
窓
社
） 

 

（
「
澄
賢
房
覚
書
」
は
：
執
筆
者
補
足
）
井
上
靖
の
文
学
の
中
で
大
き 

い
フ
ァ
ク
タ
ー
を
な
し
て
い
る
。
い
ま
一
つ
大
き
い
フ
ァ
ク
タ
ー
は
、 

劣
等
感
情
で
あ
る
。
劣
等
感
情
は
「
あ
す
な
ろ
物
語
」
「
霧
の
道
」
「
あ 

る
偽
作
家
の
生
涯
」「
澄
賢
房
覚
書
」
な
ど
の
作
品
に
顕
著
な
形
で
あ
ら 

わ
れ
、
さ
ら
に
歴
史
小
説
の
『
敦
煌
』
に
ま
で
尾
を
曳
い
て
い
る
。 

 

④
八
木
義
徳
「
脱
落
者
の
悲
哀
」
（
『
国
文
学
』
昭
和
五
十
年
三
月
号
） 

 

「
澄
賢
房
覚
書
」
の
澄
賢
も
ま
た
人
生
を
お
り
た

―
と
い
う
よ
り
、 

正
し
く
お
ろ
さ
れ
た
人
間
の
一
人
で
あ
る
。
（
中
略
） 

と
こ
ろ
で
、
こ
の
澄
賢
は
か
つ
て
の
友
で
あ
る
宏
栄
の
前
に
対
し
た

時
、
敗
北
者
と
し
て
の
自
分
を
認
め
た
で
あ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
そ
う

で
は
あ
る
ま
い
。
（
中
略
） 

そ
れ
は
言
っ
て
み
れ
ば
、
一
方
は
高
野
山
と
い
う
特
殊
な
一
世
界
の 

中
で
、
一
生
不
犯
の
僧
と
し
て
生
き
て
き
た
人
間
と
、
他
方
は
女
犯
の 

罪
に
よ
っ
て
下
界
に
お
ろ
さ
れ
、
そ
の
下
界
の
底
を
さ
ま
ざ
ま
な
罪
を 

重
ね
な
が
ら
く
ぐ
り
抜
け
て
き
た
人
間
と
、
こ
の
両
者
の
間
に
置
か
れ 

た
壁
で
あ
る
。 
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し
か
し
、
仏
と
は
罪
を
犯
し
た
者
の
た
め
に
在
る
の
で
は
な
い
か
。 

そ
れ
な
ら
仏
の
大
慈
大
悲
の
光
に
よ
り
近
い
の
は
宏
栄
で
あ
る
か
、
そ

れ
と
も
澄
賢
で
あ
る
か
？ 

真
の
勝
利
者
は
果
た
し
て
い
ず
れ
で
あ
ろ

う
。 

 

⑤
何
志
勇
（
井
上
修
一
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）「
父
親
と
し
て
の
井
上
靖
と
作
家
と

し
て
の
井
上
靖
」
平
成
二
十
四
年
三
月
二
十
日
（
『
井
上
靖
研
究
』
第
十
二

号
、
平
成
二
十
五
年
七
月
） 

 

劣
等
感
に
戻
れ
ば
、
父
は
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
で
し
た
が
、
例
え
ば
、「
あ 

す
な
ろ
物
語
」
も
一
種
の
劣
等
感
の
克
服
の
本
だ
な
と
い
う
気
も
し
ま 

す
し
、
劣
等
感
に
取
り
付
か
れ
た
人
物
を
た
く
さ
ん
主
人
公
に
し
て
父 

は
小
説
を
書
い
て
い
る
。 

「
澄
賢
房
覚
書
」
と
い
う
短
編
が
あ
り
ま
す
。
高
野
山
で
修
行
し
て

破
戒
僧
に
な
っ
て
、
没
落
し
て
い
く
僧
と
、
も
う
一
人
、
厳
し
い
修
行

に
耐
え
、
出
世
し
て
高
野
山
一
の
高
僧
に
な
る
僧
、
そ
の
二
人
の
人
物

を
書
い
た
作
品
で
す
。
片
方
は
山
か
ら
降
り
て
、
遊
廓
に
入
っ
た
り
し

て
半
ば
不
良
の
や
く
ざ
に
な
る
。
片
方
は
修
行
を
続
け
て
高
僧
に
な
る
。

こ
の
二
人
が
年
取
っ
て
か
ら
出
会
う
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
破
戒
僧
の

ほ
う
が
人
生
を
生
き
て
き
て
い
る
。
秀
才
の
大
僧
正
の
ほ
う
が
修
行
し

た
だ
け
で
、
人
生
が
な
に
も
分
か
っ
て
い
な
い
。
高
僧
を
見
て
破
戒
僧

の
ほ
う
が
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
か
ら
解
放
さ
れ
る
と
い
う
小
説
で
す
。 

 

③
福
田
は
井
上
靖
文
学
の
全
体
か
ら
分
析
し
、
小
説
に
隠
さ
れ
た
作
者
の

劣
等
感
情
を
示
し
て
い
る
。
④
八
木
は
、
一
生
不
犯
の
高
僧
宏
栄
よ
り
、
高

野
を
お
ろ
さ
れ
た
澄
賢
の
方
こ
そ
仏
の
真
理
に
近
い
者
と
捉
え
て
い
る
。
破

戒
僧
澄
賢
の
人
生
は
最
後
に
「
真
の
勝
利
者
」
に
な
っ
た
と
す
る
。（
作
者
井

上
靖
が
澄
賢
の
僧
侶
像
を
通
し
て
、
読
者
に
ど
ち
ら
が
仏
の
光
に
近
い
者
で

あ
る
か
と
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。
）
⑤
井
上
修
一
は
、
澄
賢
は
最
後
に
「
コ
ン

プ
レ
ッ
ク
ス
か
ら
解
放
」
さ
れ
た
（
主
人
公
で
あ
る
）
と
指
摘
し
て
い
る
。

以
上
の
、
①
か
ら
⑤
に
か
け
て
が
、「
澄
賢
房
覚
書
」
に
か
か
わ
る
す
べ
て
の

先
行
研
究
で
あ
る
。 

 

三
、
創
作
背
景 

 

前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
小
説
の
人
物
像
の
史
実
性
や
作
品
の
典
拠
な
ど

は
十
分
に
検
討
さ
れ
て
い
な
い
。 

そ
の
た
め
、
ま
ず
、
小
説
の
主
人
公
の
史
実
性
を
検
討
し
て
み
た
い
。
そ

の
点
に
つ
い
て
、
井
上
靖
自
身
は
「
あ
と
が
き
」（
５
）

で
、
以
下
の
よ
う
に
明

確
に
書
い
て
い
る
。 

 
 

「
澄
賢
房
覚
書
」
は
昭
和
二
十
六
年
六
月
号
の
『
文
学
界
』
に
掲
載 

し
た
も
の
で
あ
る
。
主
人
公
澄
賢
房
は
実
在
の
人
物
で
は
な
い
が
、
こ

の
よ
う
な
修
行
途
上
、
高
野
山
を
追
わ
れ
た
人
物
は
た
く
さ
ん
居
る
筈

で
、
そ
う
し
た
人
た
ち
を
代
表
し
て
、
澄
賢
房
な
る
人
物
に
小
説
の
中

に
登
場
し
て
貰
っ
た
次
第
で
あ
る
。
こ
の
作
品
を
書
く
こ
と
が
で
き
た
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の
は
、
新
聞
記
者
時
代
か
ら
高
野
山
に
多
少
の
関
係
を
持
っ
て
い
た
か

ら
で
あ
り
、「
若
き
日
の
高
野
山
」
な
る
随
想
一
篇
を
再
録
し
て
、
こ
の

作
品
の
自
作
解
題
に
替
ら
せ
て
頂
く
。 

 

主
人
公
澄
賢
房
は
虚
構
の
人
物
で
あ
る
と
い
う
。 

「
澄
賢
房
覚
書
」
は
高
野
山
を
舞
台
と
し
て
創
作
さ
れ
た
小
説
で
あ
る
。

昭
和
十
三
年
か
ら
、
毎
日
新
聞
社
に
い
た
井
上
靖
は
文
芸
部
長
井
上
吉
次
郎

に
命
じ
ら
れ
て
美
術
欄
と
宗
教
欄
を
担
当
し
た
。
そ
の
た
め
、
仕
事
の
関
係

で
よ
く
高
野
山
を
訪
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、「
あ
と
が
き
」
で
も
言
及
さ

れ
て
い
る
。
作
家
自
身
の
エ
ッ
セ
イ
「
若
き
日
の
高
野
山
」（
６
）

や
、
藤
澤
全

が
編
集
し
た
井
上
靖
年
譜
な
ど
の
資
料
（
７
）
に
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
、

本
小
説
の
創
作
背
景
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。 

ま
ず
、
井
上
靖
と
高
野
山
の
つ
な
が
り
を
、
簡
単
に
整
理
し
て
み
よ
う
。 

 

・
昭
和
十
三
年
、「
東
洋
美
術
大
展
覧
会
」
が
開
催
さ
れ
て
か
ら
あ
ま
り
経
っ

て
い
な
い
時
期
に
、
井
上
吉
次
郎
に
命
じ
ら
れ
て
高
野
山
の
「
堅
精
論
議
」

を
取
材
す
る
た
め
に
、
「
初
め
て
宗
教
記
者
と
し
て
高
野
山
に
出
掛
け
て
い

る
」
。
堅
義
は
水
原
堯
栄
（
親
王
院
住
職
）
、
精
義
は
稲
葉
宗
瑞
（
本
覚
寺
住

職
）
で
あ
る
。
注
記
は
中
川
善
教
で
あ
る
。
そ
の
後
、「
毎
年
、
高
野
山
で
新

聞
社
主
催
の
夏
期
大
学
が
開
か
れ
た
が
、
そ
の
時
の
講
師
の
講
演
の
内
容
を

短
く
ま
と
め
て
学
芸
欄
に
発
表
す
る
た
め
に
出
掛
け
た
こ
と
も
あ
る
」
と
井

上
靖
は
述
べ
て
い
る
。 

 

・
昭
和
十
五
年
、『
大
阪
毎
日
新
聞
』
宗
教
欄
に
「
本
山
物
語
」
と
い
う
連
載

記
事
を
掲
載
す
る
た
め
に
、
高
野
山
に
取
材
に
出
掛
け
る
。
同
年
六
月
十
六

日
、「
「
本
山
物
語
18
」

―
金
剛
峯
寺
」（
無
署
名
）
が
『
大
阪
毎
日
新
聞
』

に
掲
載
さ
れ
た
。 

 

・
昭
和
十
八
年
、
上
司
の
井
上
吉
次
郎
か
ら
、
高
野
山
の
末
寺
が
二
つ
空
い

て
い
る
と
聞
か
さ
れ
、
二
人
は
一
緒
に
僧
侶
の
筆
記
試
験
に
行
き
合
格
し
た
。

井
上
吉
次
郎
は
修
行
中
、
廻
廊
か
ら
落
ち
、
受
験
を
断
念
す
る
。
井
上
靖
は

風
邪
の
た
め
に
、
三
回
目
の
僧
籍
試
験
を
欠
席
す
る
。 

 

・
昭
和
二
十
一
年
七
月
、
高
野
山
で
開
催
の
、
毎
日
新
聞
社
主
催
の
日
本
棋

院
本
因
坊
戦
の
対
局
場
の
運
営
を
担
当
す
る
。 

 

・
昭
和
二
十
三
年
二
月
の
末
か
ら
三
月
上
旬
ま
で
、
高
野
山
で
開
催
さ
れ
た

日
本
棋
院
第
七
期
名
人
戦
挑
戦
者
決
定
戦
の
運
営
に
あ
た
る
。 

 

以
上
の
内
容
か
ら
、
井
上
靖
は
高
野
山
と
縁
が
深
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

高
野
山
に
関
す
る
話
を
題
材
と
し
、
小
説
「
澄
賢
房
覚
書
」
を
創
作
す
る
こ

と
は
自
然
の
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
記
者
時
代
の
井
上
靖
に
、
部
長

井
上
吉
次
郎
と
、
水
原
堯
栄
、
中
川
善
教
両
師
の
三
人
は
深
い
影
響
を
与
え

た
。
さ
ら
に
、
そ
れ
に
つ
い
て
、
「
若
き
日
の
高
野
山
」（
８
）

で
、
以
下
の
よ

う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 
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二
十
六
年
の
春
、「
澄
賢
房
覚
書
」
と
い
う
小
説
を
書
く
た
め
に
高
野 

山
を
訪
れ
た
。
（
中
略
）
「
澄
賢
房
覚
書
」
と
い
う
小
説
で
は
、
若
く
し 

て
高
野
山
を
追
わ
れ
た
僧
侶
が
主
人
公
に
な
っ
て
い
る
が
、
若
い
頃
の 

高
野
山
に
お
け
る
修
行
や
経
典
関
係
の
こ
と
に
な
る
と
、
お
二
人
の
助 

力
を
仰
ぐ
以
外
仕
方
な
か
っ
た
。
ま
た
こ
の
小
説
に
は
何
ヵ
所
か
に
古 

文
書
の
文
章
が
出
て
来
る
が
、
古
文
書
の
文
章
に
は
、
古
文
書
の
文
章 

と
し
て
の
独
特
の
調
子
が
あ
る
の
で
、
す
べ
て
中
川
師
に
添
削
加
筆
を 

仰
ぐ
ほ
か
な
か
っ
た
。 

 

「
お
二
人
の
助
力
」
と
あ
る
が
、
そ
の
二
人
は
水
原
堯
栄
と
中
川
善
教
の

こ
と
で
あ
る
。
小
説
「
澄
賢
房
覚
書
」
を
執
筆
す
る
た
め
に
、
井
上
靖
は
親

王
院
に
泊
ま
っ
た
。
そ
の
時
、
井
上
靖
は
水
原
と
（
弟
子
）
中
川
の
二
人
か

ら
追
放
僧
の
話
を
聞
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
小
説
「
澄
賢
房

覚
書
」
に
お
い
て
、「
古
文
書
の
文
章
と
し
て
の
独
特
の
調
子
が
あ
る
」
と
い

う
部
分
は
、
合
計
四
箇
所
（
９
）

あ
る
。 

そ
の
四
箇
所
の
文
章
は
、
井
上
靖
が
下
書
き
を
し
、「
中
川
師
に
添
削
加
筆

を
仰
」
い
だ
も
の
で
あ
る
。
小
説
で
の
、
「
十
月
二
十
六
日
、
大
門
よ
り
…
」

（

10
）

と
い
う
部
分
は
、
井
上
靖
は
記
し
て
お
ら
ず
、
こ
の
部
分
も
「
中
川
師

に
添
削
加
筆
」
し
て
も
ら
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。 

前
述
し
た
と
お
り
、
新
聞
記
者
時
代
の
井
上
靖
は
何
回
も
高
野
山
を
訪
れ

て
い
た
。
小
説
「
澄
賢
房
覚
書
」
の
「
日
記
の
断
片
」
の
添
削
加
筆
も
中
川

善
教
に
頼
み
、
新
た
な
視
点
か
ら
破
戒
僧
の
像
を
設
定
し
た
と
言
え
る
。 

井
上
靖
は
高
野
山
を
追
わ
れ
た
僧
侶
の
代
表
者
（

11
）

と
し
て
、
澄
賢
を
小

説
中
に
登
場
さ
せ
て
い
る
。
し
か
し
、
高
野
山
の
破
戒
僧
に
注
目
す
る
理
由

は
、「
澄
賢
房
覚
書
」
の
「
あ
と
が
き
」
の
中
に
は
、
明
確
に
書
か
れ
て
い
な

い
。
そ
れ
で
は
、
井
上
靖
は
な
ぜ
高
野
山
の
高
僧
で
は
な
く
、
女
犯
に
よ
り

追
放
さ
れ
た
破
戒
僧
に
注
目
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
井
上
靖
が
参
照
し
た
高
野

に
関
す
る
資
料
に
注
目
し
た
い
。
そ
し
て
、
小
説
中
に
見
ら
れ
る
著
書
が
高

野
の
諸
書
と
し
て
実
在
の
も
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
た
い
。 

小
説
の
冒
頭
部
分
に
、
高
野
に
関
す
る
書
籍
が
何
冊
か
記
さ
れ
て
い
る
。 

  
 

 

高
野
に
関
す
る
古
い
こ
と
を
験
べ
る
に
は
修
禅
院
懐
英
の
『
高
野
春 

秋
』
と
か
、『
検
校
帳
』
と
か
『
高
野
物
語
』
と
か
い
ろ
い
ろ
の
書
物
が 

あ
っ
て
、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
印
刷
物
に
な
っ
て
世
に
公
に
さ
れ
て
あ 

る
が
、
最
近
『
折
負
輯
』
と
い
う
全
く
今
ま
で
に
誰
に
も
知
ら
れ
て
い 

な
い
写
本
十
巻
が
発
見
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
『
折
負
輯
』 

な
る
も
の
は
一
口
に
言
え
ば
天
保
六
年
ま
で
の
高
野
諸
寺
院
の
過
去
帳 

を
輯
め
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
資
料
的
価
値
に
至
っ
て
は
量
り
知
れ 

な
い
ほ
ど
大
き
い
も
の
が
あ
り
、
取
り
あ
え
ず
吉
村
は
そ
れ
を
書
き
写 

し
て
お
く
こ
と
に
し
て
（
後
略
） 

  

小
説
「
澄
賢
房
覚
書
」
に
お
い
て
、
高
野
に
関
す
る
寺
院
史
料
と
し
て
は

『
高
野
春
秋
』
、
『
検
校
帳
』
、
『
高
野
物
語
』
、
『
折
負
輯
』
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る
。
そ
れ
ら
が
、
実
在
す
る
資
料
か
ど
う
か
、
題
名
を
頼
り
に
調
べ
て
み
た

結
果
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。 
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①
『
高
野
春
秋
』 

『
仏
書
解
説
大
辞
典
』
第
三
巻
（

12
）

に
は
、『
高
野
春
秋
編
年
輯
録
』（
以

下
、
『
高
野
春
秋
』
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い

る
。 

 

弘
仁
七
年
弘
法
大
師
高
野
山
開
創
以
来
本
年
に
及
び
て
千
百
二
十
年
、 

そ
の
間
時
に
興
廃
あ
っ
た
こ
と
は
免
れ
な
い
け
れ
ど
、
残
る
所
の
文
献

古
文
書
は
夥
し
い
。
特
に
本
書
の
編
せ
ら
れ
た
時
代
は
一
層
沢
山
の
も

の
が
あ
っ
た
と
想
像
せ
ら
る
。
そ
れ
ら
の
中
よ
り
幾
多
の
資
料
記
録
類

を
、
編
年
体
に
輯
録
し
、
一
山
の
歴
史
を
明
に
し
た
も
の
が
本
書
で
あ

る
。
高
野
山
の
歴
史
は
古
く
し
て
、
然
も
未
だ
か
ゝ
る
総
合
的
な
歴
史

書
を
有
せ
ざ
る
時
に
当
た
り
懐
英
が
敢
て
本
書
を
編
纂
し
た
苦
労
は
多

と
す
べ
き
で
あ
る
。
勿
論
か
ゝ
る
事
業
に
材
料
の
取
捨
、
年
次
の
前
後

等
史
家
の
満
足
し
得
ら
れ
な
い
も
の
ゝ
あ
る
は
免
れ
な
い
こ
と
に
し

て
、
本
書
に
も
亦
か
ゝ
る
欠
点
が
存
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
古
来
高
野

山
に
は
学
侶
・
行
人
・
非
事
吏
と
い
う
三
派
あ
り
。
本
書
に
録
す
る
所

は
主
と
し
て
学
侶
の
事
歴
で
あ
る
と
難
ぜ
ら
る
ゝ
点
あ
ら
ん
も
、
上
記

の
意
味
に
於
て
珍
重
す
べ
き
高
野
山
史
の
一
大
雄
篇
で
あ
る
。 

 

ま
た
、
日
野
西
眞
定
は
「
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
高
野
山
史
を
は
じ
め
て

本
格
的
に
編
纂
し
た
点
な
ど
功
績
は
大
き
く
、
高
野
山
史
研
究
の
基
本
史
料

の
一
つ
」（
13
）

と
評
価
し
て
い
る
。 

小
説
の
冒
頭
で
、
こ
の
信
憑
性
が
高
い
史
料
を
例
と
し
て
挙
げ
、
小
説
の

内
容
の
信
頼
性
も
高
め
る
意
図
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。 

 
 

②
『
検
校
帳
』 

国
立
国
会
図
書
館
の
所
蔵
資
料
を
検
索
す
る
と
『
検
校
帳
』
の
存
在
が
確

認
で
き
る
。
小
説
に
出
て
き
た
『
検
校
帳
』
は
『
高
野
山
検
校
帳
』
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
。
こ
の
『
高
野
山
検
校
帳
』
は
『
大
日
本
古
文
書
』
第
八
巻
の

『
家
わ
け
第
一
之
一

―
八
「
高
野
山
文
書
」
』（
14
）

に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

『
高
野
山
検
校
帳
』
で
は
、
三
百
九
十
六
頁
か
ら
四
百
六
十
四
頁
に
か
け
て
、

第
一
代
か
ら
第
二
百
八
代
ま
で
の
歴
代
の
検
校
の
項
目
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

小
説
の
冒
頭
部
分
で
は
、『
検
校
帳
』
に
言
及
し
、
後
の
展
開
の
伏
線
と
し

て
い
る
。
例
え
ば
、
小
説
「
澄
賢
房
覚
書
」
の
中
で
、
宏
栄
の
こ
と
を
以
下

の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。 

  
 

そ
れ
か
ら
彼
は
念
の
た
め
に
、
明
治
の
末
期
に
行
わ
れ
た
親
王
院
に

お
け
る
灌
頂
の
記
録
を
探
し
出
し
、
そ
れ
に
関
係
し
た
僧
侶
を
調
べ
て

み
た
の
で
あ
る
が
、
大
阿
闍
梨
と
し
て
宏
栄
は
そ
れ
に
出
席
し
て
い
る

と
い
う
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
宏
栄
と
言
う
人
の
履
歴
を
三
枚
の
便

箋
に
簡
単
に
書
き
記
し
た
も
の
を
、
私
の
前
に
差
し
出
し
た
。 

 
 

宏
栄
は
天
保
六
年
能
登
に
出
生
、
弘
化
元
年
に
得
度
、
嘉
永
五
年
十

八
歳
に
し
て
高
野
山

A
院
の
住
職
と
な
る
。
こ
う
い
っ
た
調
子
で
、
そ

れ
か
ら
幾
つ
か
の
寺
院
へ
転
住
し
た
年
月
、
小
講
義
、
中
僧
都
、
大
僧

都
、
小
僧
正
、
権
大
僧
正
等
に
補
せ
ら
れ
た
年
月
、
あ
る
い
は
又
検
校

法
印
に
昇
進
し
た
年
月
等
が
詳
し
く
列
記
さ
れ
て
あ
り
、
明
治
四
十
四
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年
宏
栄
は
七
十
七
歳
の
高
齢
で
遷
化
し
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。 

 
 

 

小
説
「
澄
賢
房
覚
書
」
で
は
宏
栄
は
寺
務
検
校
執
行
に
昇
進
し
て
い
る
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
『
高
野
山
検
校
帳
』
に
は
歴
代
検
校
が
記
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
史
料
が
宏
栄
の
履
歴
を
紹
介
す
る
た
め
に
採
用
さ
れ
た
の
は
自
然
で
あ

ろ
う
。 

 

③
『
高
野
物
語
』 

醍
醐
寺
三
宝
院
蔵
『
高
野
物
語
』
は
、
全
五
巻
を
も
っ
て
、
前
半
に
教
義

を
表
し
、
後
半
に
歴
史
を
説
き
、
高
野
山
を
象
徴
す
る
真
言
密
教
の
聖
な
る

領
域
が
浮
か
び
上
が
る
仕
掛
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
享
徳
三
年
の
写
本
、

仮
綴
二
冊
、
上
冊
に
巻
一
、
二
、
下
冊
に
は
巻
三
、
四
、
五
が
収
録
さ
れ
る
。

そ
の
下
冊
は
、
鼠
害
に
よ
り
綴
目
が
損
じ
各
丁
が
離
れ
た
ま
ま
、
一
括
と
な

っ
て
い
た
。
そ
の
中
で
、
親
王
院
本
に
よ
り
巻
四
と
巻
五
が
翻
刻
さ
れ
て
い

る
。
阿
部
泰
郎
の
「
『
高
野
物
語
』
の
再
発
見
」
に
よ
る
と
、
「
高
野
山
親
王

院
に
蔵
す
る
『
高
野
物
語
』
巻
四
・
五
の
零
本
と
一
致
す
る
部
分
が
配
列
さ

れ
た
に
止
ま
り
、
残
る
巻
三
の
分
に
つ
い
て
は
そ
の
概
略
が
報
ぜ
ら
れ
た
の

み
に
て
、
全
体
の
量
の
三
分
の
二
程
度
を
存
す
に
過
ぎ
ぬ
と
推
定
さ
れ
、
他

は
散
逸
し
た
」（
15
）

と
い
う
。 

井
上
靖
は
高
野
山
親
王
院
に
『
高
野
物
語
』
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

知
っ
て
い
た
。
こ
の
史
料
『
高
野
物
語
』
の
散
逸
に
よ
り
、
そ
の
時
代
の
高

野
山
は
神
秘
的
な
色
合
い
に
満
ち
る
こ
と
に
な
っ
た
。
井
上
の
小
説
の
展
開

も
彼
の
想
像
力
に
ま
か
せ
ら
れ
る
部
分
が
多
く
な
り
、
不
自
然
で
は
な
く
な

っ
た
と
言
え
る
。 

 

 

④
『
折
負
輯
』 

小
説
に
書
か
れ
て
い
る
『
折
負
輯
』
に
つ
い
て
、
高
野
山
大
学
図
書
館
課

長
・
田
寺
則
彦
は
、
「
『
金
剛
峯
寺
諸
院
家
析
負
輯
（
ゴ
ン
ゴ
ウ
ブ
ジ
シ
ョ
イ

ン
ゲ
セ
キ
フ
シ
ュ
ウ
）
』
」(

16)

と
指
摘
し
て
い
る
。 

 

小
説
に
お
け
る
『
折
負
輯
』
は
『
金
剛
峯
寺
諸
院
家
析
負
輯
』
と
同
一
史

料
で
あ
る
。『
金
剛
峯
寺
諸
院
家
析
負
輯
』
に
は
、
住
職
位
の
僧
侶
の
み
記
載

さ
れ
て
い
る
た
め
、
一
般
の
僧
侶
た
ち
の
こ
と
は
載
っ
て
い
な
い
。
し
た
が

っ
て
、
小
説
の
冒
頭
部
分
で
、
住
職
に
関
す
る
記
録
は
明
記
さ
れ
て
お
り
、

「
予
想
外
に
簡
単
に
あ
れ
（
日
記
断
片
：
執
筆
者
補
足
）
が
宏
栄
の
筆
と
全

く
同
じ
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
」
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
小

説
の
「
私
」
が
澄
賢
の
よ
う
な
追
放
僧
の
記
載
を
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
と

い
う
設
定
も
、
自
然
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

四
、
井
上
靖
が
参
照
し
た
立
川
流
の
論
考 

 
（
一
）
立
川
流
と
『
理
趣
経
』 

 

前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
井
上
靖
は
記
者
時
代
に
高
野
山
の
関
係
者
か
ら

歴
史
資
料
を
収
集
し
た
。
そ
の
た
め
、
厳
密
に
言
え
ば
、
澄
賢
と
い
う
僧
侶

の
一
生
は
虚
構
の
も
の
で
は
あ
る
が
、
罪
を
犯
し
高
野
山
を
追
わ
れ
た
僧
侶

の
話
に
基
づ
い
て
澄
賢
と
い
う
僧
侶
を
設
定
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
井
上
靖
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が
言
う
よ
う
に
、
澄
賢
は
そ
の
「
代
表
」
と
し
て
の
僧
侶
で
あ
る
。 

 
 

で
は
、
井
上
靖
が
参
照
し
た
高
野
山
の
史
料
は
、『
高
野
春
秋
』
、『
金
剛
峯

寺
諸
院
家
析
負
輯
』
以
外
に
、
ど
の
よ
う
な
史
料
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。 

ま
ず
、
小
説
に
繰
り
返
し
出
て
く
る
『
理
趣
経
』
の
こ
と
に
留
意
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。 

『
理
趣
経
』
は
密
教
経
典
で
あ
る
。『
般
若
理
趣
経
』
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
る
。

主
に
真
言
宗
各
派
で
読
誦
さ
れ
る
常
用
経
典
で
あ
る
。
理
趣
と
は
、
道
筋
の

意
味
で
あ
り
、「
般
若
の
知
恵
に
至
る
た
め
の
道
筋
」
の
意
味
で
あ
る
。
他
の

密
教
の
教
え
が
総
て
修
行
を
前
提
と
し
て
い
る
た
め
、
専
門
の
僧
侶
で
な
い

と
読
ん
で
も
わ
か
ら
な
い
の
に
対
し
、『
般
若
理
趣
経
』
は
行
法
に
つ
い
て
ほ

と
ん
ど
触
れ
て
お
ら
ず
、
一
般
向
け
の
密
教
の
入
門
書
と
い
う
位
置
づ
け
で

あ
る
。 

水
原
堯
栄
の
『
邪
教
立
川
流
の
研
究
』（
17
）

に
よ
る
と
、『
瑜
祇
経
』
、『
理

趣
経
』
、
『
宝
篋
印
経
』
、
『
菩
提
心
論
』
は
真
言
立
川
流
の
「
三
経
一
論
」
に

な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
小
説
の
主
人
公
澄
賢
が
半
生
を
か
け
て
書
い
た
経

典
『
般
若
理
趣
経
』
の
注
釈
書
は
、
立
川
流
に
深
い
関
連
を
持
っ
て
い
る
と

言
え
る
。
以
下
に
、
立
川
流
の
こ
と
を
紹
介
す
る
。 

通
説
で
は
、
平
安
末
期
の
仁
寛
が
流
祖
と
さ
れ
、
南
北
朝
期
に
文
観
に
よ

っ
て
大
成
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
宥
快
ら
に
よ
っ
て
邪
教
と
さ

れ
、
立
川
流
の
典
籍
は
焼
き
捨
て
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
伝
存
す
る
資
料
が
少

な
く
、
実
態
は
不
明
で
あ
る
。
『
邪
教
立
川
流
の
研
究
』
に
よ
る
と
、
「
立
川

流
の
教
格
は
、
申
す
ま
で
も
な
く
、
男
女
妙
合
、
そ
の
も
の
、
そ
の
ま
ゝ
が

即
身
成
仏
で
、
こ
れ
を
置
い
て
他
に
即
身
成
仏
の
妙
諦
も
な
け
れ
ば
、
仏
教

の
第
一
義
諦
も
あ
る
も
の
で
な
い
と
い
ふ
を
根
柢
と
し
て
生
れ
て
ゐ
る
宗
派

で
あ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
」（
18
）

と
述
べ
て
い
る
。 

立
川
流
に
つ
い
て
の
史
料
は
少
な
い
が
、
そ
の
宗
教
に
詳
し
い
人
物
に
水

原
堯
栄
が
い
る
。
ラ
ポ
ー
・
ガ
エ
タ
ン
の
研
究
（

19
）

で
は
、
井
上
靖
が
記
者

時
代
、
水
原
堯
栄
か
ら
高
野
山
の
経
蔵
な
ど
も
見
せ
て
も
ら
う
よ
う
な
深
い

関
係
で
あ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
ラ
ポ
ー
・
ガ
エ
タ
ン
は
、
水
原
堯
栄
が

井
上
靖
に
具
体
的
に
何
を
見
せ
た
の
か
は
論
じ
て
い
な
い
。 

お
そ
ら
く
、
井
上
靖
は
、
水
原
堯
栄
、
そ
し
て
新
聞
社
の
上
司
で
あ
っ
た

井
上
吉
次
郎
を
介
し
て
『
理
趣
経
』
に
目
を
向
け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
そ
れ
で
は
、
井
上
靖
は
水
原
、
井
上
吉
次
郎
か
ら
ど
の
よ
う
な
話
を

聞
か
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
二
人
の
著
作
を
取
り
上
げ
な
が
ら
、
考
察

を
進
め
た
い
。 

水
原
堯
栄
は
大
作
『
邪
教
立
川
流
の
研
究
』
に
お
い
て
、
立
川
流
の
大
成

者
文
観
の
生
涯
を
論
じ
て
い
る
。
こ
の
大
作
は
、
後
醍
醐
天
皇
の
寵
臣
で
あ

っ
た
文
観
上
人
が
、
硫
黄
島
へ
流
罪
と
な
っ
た
波
乱
の
一
生
を
書
い
て
い
る
。

こ
の
中
に
は
、
「
立
川
流
の
大
成
者
文
観
」
や
、
「
文
観
の
理
趣
経
秘
註
を
読

む
」（
20
）

と
い
っ
た
、
立
川
流
に
つ
い
て
の
考
証
が
あ
り
、「
文
観
は
当
時
の

一
偉
才
で
あ
つ
た
こ
と
は
諍
は
れ
な
い
事
実
で
あ
る
。
斯
く
の
如
く
英
俊
の

才
な
る
が
故
に
立
川
流
の
完
成
を
遂
げ
一
世
を
風
靡
す
る
一
大
勢
力
を
得
た

の
で
あ
る
」（
21
）

と
述
べ
て
い
る
。 

し
か
し
、
井
上
靖
が
水
原
堯
栄
の
立
川
流
の
専
門
書
を
参
照
し
て
い
た
と

し
て
も
、
こ
の
本
が
直
接
に
「
澄
賢
房
覚
書
」
を
書
く
動
機
に
つ
な
が
っ
た

と
証
明
す
る
の
は
難
し
い
。
そ
れ
以
外
に
、
小
説
を
書
く
ま
で
に
、
井
上
靖
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が
何
を
読
ん
だ
の
か
。
彼
の
記
者
生
活
時
代
に
戻
っ
て
推
察
し
て
み
よ
う
。 

 （
二
）
『
文
観
上
人
』
の
影
響 

 

結
論
を
先
に
言
え
ば
、
執
筆
者
は
第
三
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
井
上
靖
と

仏
教
の
縁
は
、
彼
の
記
者
時
代
の
環
境
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
昭
和
十
一
年
に
大
阪
毎
日
新
聞
社
に
入
社
し
、
軍
隊
除
隊
後
再
び

学
芸
部
に
復
帰
し
、
井
上
吉
次
郎
部
長
の
命
令
で
宗
教
欄
を
担
当
す
る
。
当

時
、
井
上
靖
は
井
上
吉
次
郎
の
著
書
に
注
目
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は

小
説
『
文
観
上
人
』
で
あ
る
。 

井
上
靖
の
小
説
「
澄
賢
房
覚
書
」
創
作
の
原
点
は
、
井
上
吉
次
郎
の
小
説

『
文
観
上
人
』
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。 

井
上
吉
次
郎
は
、
短
編
小
説
「
紅
蓮
三
昧
」
を
、
昭
和
七
年
七
月
九
日
か

ら
三
十
日
に
か
け
て
『
大
阪
毎
日
新
聞
』
夕
刊
に
計
十
九
回
連
載
す
る
。
そ

の
後
、「
紅
蓮
三
昧
」
は
、
文
観
上
人
に
関
す
る
研
究
史
料
と
立
川
流
へ
の
観

点
と
を
合
わ
せ
、『
文
観
上
人
』
と
改
題
さ
れ
て
、
昭
和
十
二
年
六
月
に
人
文

書
院
よ
り
単
行
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
こ
の
『
文
観
上
人
』
に
対
し
て
、

発
行
所
人
文
書
院
は
広
告
で
激
賞
し
て
い
る
。 

 

 
 

 

小
説
に
し
て
、
こ
れ
程
難
し
い
も
の
、
こ
れ
程
興
味
あ
る
も
の
、
こ 

れ
程
官
能
的
で
あ
る
も
の
こ
れ
程
の
心
理
描
写
は
、
日
本
は
勿
論
、
外 

国
文
学
に
も
そ
の
例
を
み
な
い
で
あ
ら
う
。
さ
も
あ
ら
ば
あ
れ
、
此
小 

説
は
、
大
朝
の
直
木
三
十
三
の
「
弘
法
大
師
」
が
、
同
氏
物
故
に
よ
り 

釈
瓢
齋
翁
が
つ
づ
ゐ
て
執
筆
し
、
好
評
嘖
々
た
る
を
み
て
伎
養
に
た
え 

ず
、
も
の
し
た
も
の
で
、
芸
術
と
し
て
も
最
上
に
あ
る
作
品
と
信
ず
る
。 

 

『
文
観
上
人
』
は
三
つ
の
部
分
に
分
け
ら
れ
る
。
文
観
上
人
に
関
す
る
小

説
部
分
は
一
頁
か
ら
八
十
四
頁
ま
で
で
あ
る
。
続
い
て
文
観
の
一
生
の
紹
介

が
あ
り
、
こ
の
部
分
が
「
註
一
」（
八
十
七
頁
―
百
四
十
七
頁
）
と
題
さ
れ
て

い
る
。
さ
ら
に
、
「
解
一
」
（
百
四
十
九
頁
―
百
七
十
一
頁
）
と
題
さ
れ
た
哲

学
的
エ
ッ
セ
イ
を
つ
け
加
え
、
立
川
流
関
連
の
史
料
を
紹
介
し
、
文
観
の
こ

と
を
紹
介
し
て
い
る
。
最
後
の
部
分
で
は
、
「
秘
密
五
輪
集 

無
畏
三
蔵
撰
」

の
原
文
を
「
附
文
」（
百
七
十
三
頁
―
百
八
十
三
頁
）
と
し
て
翻
刻
し
て
い
る
。 

『
文
観
上
人
』「
解
一
」（
百
六
十
四
頁
）（
22
）

に
は
以
下
の
よ
う
に
書
か
れ
て

い
る
。 

 

中
院
流
に
邪
法
の
交
る
こ
と
龍
先
院
の
先
師
源
照
円
定
房
下
野
へ
流 

さ
れ
邪
法
を
相
伝
す
、
此
を
明
澄
賢
擔
勝
深
是
の
如
く
次
第
に
相
承
す
、 

仍
つ
て
彼
方
の
流
に
は
邪
法
交
る
な
り
。 

 
こ
こ
に
「
明
澄
賢
擔
勝
深
」
の
名
は
記
さ
れ
る
も
の
の
、『
文
観
上
人
』
に

お
い
て
、
「
澄
賢
」
に
関
す
る
記
述
は
、
こ
こ
に
し
か
見
ら
れ
な
い
。 

『
文
観
上
人
』
に
見
出
せ
る
「
澄
賢
」
と
、
小
説
中
の
女
犯
破
戒
僧
澄
賢

が
同
一
人
物
で
あ
る
か
否
か
は
確
定
で
き
な
い
が
、
井
上
靖
が
井
上
吉
次
郎

の
『
文
観
上
人
』
を
参
照
し
た
可
能
性
が
あ
る
も
の
と
推
測
で
き
る
。 

次
に
、
両
作
品
に
お
け
る
『
理
趣
経
』
に
関
す
る
部
分
を
検
証
し
た
い
。
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以
下
に
、『
文
観
上
人
』
の
「
註
一
」
の
部
分
を
取
り
上
げ
、「
澄
賢
房
覚
書
」

と
比
較
し
て
み
る
。 

 

（
『
文
観
上
人
』
九
十
七
頁
～
百
二
頁
） 

 

こ
ん
な
超
自
然
力
法
力
を
広
く
信
じ
て
ゐ
た
。
こ
の
力
の
体
得
に
多 

年
の
勤
行
を
要
し
た
。
到
達
し
た
行
者
ば
か
り
が
持
つ
特
別
の
力
だ
つ

た
。
文
観
、
永
年
の
修
行
に
こ
の
力
を
磨
い
た
。
こ
ん
な
祈
禱
の
技
師

と
し
て
当
代
に
社
会
的
地
位
を
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
文
観
の
著
述

と
し
て
残
る
と
こ
ろ
の
も
の
大
方
は
、
こ
の
技
術
の
法
で
あ
る
。
文
観

の
著
書
と
し
て
考
証
さ
れ
て
る
も
の
。 

 

一
、
観
音
経
秘
鍵
一
巻
（
未
発
見
） 

 
 

一
、
註
理
趣
経
四
巻 

 
 

 
 

 

興
国
四
年
十
二
月 

 
 

一
、
理
趣
経
法
一
巻 

 
 

 
 

 

延
元
四
年
六
月
七
日 

 
 

一
、
理
趣
経
法 

 
 

 
 

 

延
元
四
年
六
月
二
十
九
日 

 

（
中
略
）
具
支
灌
頂
重
職
秘
決
と
い
ふ
メ
モ
風
の
も
の
一
巻
、
意
を 

失
つ
て
初
め
て
学
僧
ら
し
く
、
註
理
趣
経
四
巻
、
梵
巻
同
名
網
釈
の
二 

著
が
出
て
ゐ
る
。 

 

（
『
澄
賢
房
覚
書
』
四
百
六
十
八
頁
） 

三
条
寺
町
に
殆
ど
仏
教
書
ば
か
り
で
店
を
飾
っ
て
い
る
一
風
変
わ
っ

た
古
本
屋
が
あ
る
が
、
そ
の
書
棚
の
一
隅
で
背
に
『
般
若
理
趣
経
俗
詮
』

と
墨
の
細
字
で
認
め
ら
れ
た
和
綴
じ
の
書
物
を
見
付
け
、
別
に
大
し
て

深
い
意
味
も
な
く
、
そ
れ
を
抜
き
取
っ
て
、
そ
れ
の
頁
を
繰
っ
た
の
で

あ
る
が
、
本
論
の
書
出
し
が
、
一
般
の
仏
教
書
と
は
全
く
異
な
っ
た
感

じ
の
文
章
で
始
ま
っ
て
い
る
の
に
一
寸
気
持
を
奪
わ
れ
て
、
読
む
と
も

な
し
に
、
半
頁
ほ
ど
、
ま
る
で
活
字
か
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
一
字
一
字
丁

寧
に
書
か
れ
て
あ
る
楷
書
の
字
面
を
追
っ
て
行
っ
た
。 

 

以
上
の
よ
う
に
、「
澄
賢
房
覚
書
」
と
『
文
観
上
人
』
に
は
『
理
趣
経
』
に

つ
い
て
言
及
さ
れ
た
部
分
が
あ
る
。
井
上
吉
次
郎
の
小
説
で
、
文
観
は
長
年

の
訓
練
を
経
て
、
祈
禱
の
技
師
に
な
っ
た
後
、『
註
理
趣
経
』
を
著
し
た
と
い

う
。『
註
理
趣
経
』
で
は
、
男
女
陰
陽
の
道
と
即
身
成
仏
の
秘
術
を
詳
述
し
て

い
る
。『
文
観
上
人
』
の
小
説
部
分
で
は
、
男
女
交
合
の
場
面
も
描
写
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
「
澄
賢
房
覚
書
」
の
女
犯
破
戒
僧
澄
賢
の
人
物
像

は
、
男
女
陰
陽
の
道
を
信
じ
て
い
る
。
立
川
流
の
僧
侶
の
像
を
投
影
し
て
い

る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

ま
た
、
井
上
吉
次
郎
の
『
文
観
上
人
』
の
「
註
一
」
、
「
解
一
」
で
は
、
立

川
流
の
観
点
と
し
て
の
「
凡
身
即
仏
」（
23
）

に
関
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ

し
て
、
小
説
「
澄
賢
房
覚
書
」
に
も
同
じ
よ
う
な
表
現
が
見
ら
れ
る
。 
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（
『
文
観
上
人
』
五
十
五
頁
） 

 

即
身
成
仏
、
凡
即
仏
身
、
そ
う
れ
、
わ
が
身
た
つ
た
今
、
一
瞬
の
間

に
、
人
道
得
道
が
適
う
た
ぞ
。 

 

（
「
澄
賢
房
覚
書
」
） 

 

三
毒
五
欲
直
ち
に
十
七
尊
清
浄
の
内
証
法
門
、
当
相
即
道
、
凡
身
即

仏
の
秘
趣
、
森
羅
と
し
て
喫
茶
喫
飯
の
中
に
在
り
。 

 

上
述
の
比
較
を
見
る
と
、
小
説
「
澄
賢
房
覚
書
」
の
内
容
と
『
文
観
上
人
』

の
記
述
に
類
似
点
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。「
即
身
成
仏
」
の
道
は
、
得
道
の

方
法
と
し
て
提
唱
し
て
い
る
。 

 （
三
）
宏
栄
の
原
型 

 

ラ
ポ
ー
・
ガ
エ
タ
ン
の
先
行
研
究
か
ら
、「
水
原
堯
栄
と
の
深
い
交
流
が
存

在
」
す
る
た
め
に
、
井
上
吉
次
郎
が
『
文
観
上
人
』
を
執
筆
で
き
た
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
ラ
ポ
ー
・
ガ
エ
タ
ン
は
井
上
靖
と
水
原
堯
栄
の

親
交
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
（

24
）
。 

 

記
者
時
代
に
は
、
経
蔵
な
ど
も
見
せ
て
も
ら
う
な
ど
深
い
関
係
に
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
井
上
靖
が
結
ん
で
い
た
親
交
を
考
え
る
と
、
そ
れ

以
前
か
ら
両
人
（
水
原
堯
栄
と
井
上
靖
：
執
筆
者
補
足
）
と
知
り
合
っ

て
い
た
井
上
吉
次
郎
も
同
程
度
か
そ
れ
以
上
に
彼
ら
と
深
く
か
か
わ
っ

て
い
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。 

 
 

 

  

井
上
靖
の
記
者
時
代
、
水
原
堯
栄
か
ら
ど
の
「
経
蔵
」
を
「
見
せ
て
も
ら
」

っ
た
の
か
、
ラ
ポ
ー
・
ガ
エ
タ
ン
の
研
究
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
今
ま
で
公

開
さ
れ
た
資
料
に
は
、
何
も
記
録
は
残
っ
て
な
い
が
、
井
上
靖
は
水
原
か
ら

特
別
の
指
導
を
受
け
、
立
川
流
に
つ
い
て
よ
く
知
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

ま
た
、
井
上
靖
が
水
原
か
ら
特
別
な
指
導
を
受
け
た
と
考
え
る
と
、
高
僧

宏
栄
の
原
型
は
水
原
堯
栄
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
執
筆
者
は
、

宏
栄
と
い
う
登
場
人
物
は
、
水
原
堯
栄
と
、
そ
の
師
水
原
弘
栄
と
を
原
型
と

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。 

一
つ
目
の
理
由
は
、
宏
栄
も
水
原
堯
栄
も
住
職
に
な
っ
た
経
験
が
あ
る
こ

と
で
あ
る
。
宏
栄
は
「
嘉
永
五
年
十
八
歳
に
し
て
高
野
山

A
院
の
住
職
」
、

「
検
校
法
印
に
昇
進
し
た
年
月
等
が
詳
し
く
列
記
さ
れ
て
あ
り
、
明
治
四
十

四
年
宏
栄
は
七
十
七
歳
の
高
齢
で
遷
化
」
し
た
と
設
定
さ
れ
て
い
る
。
水
原

堯
栄
は
、
明
治
二
十
三
（
一
八
九
〇
）
年
一
月
十
日
に
生
ま
れ
。
昭
和
二
十

二
年
か
ら
昭
和
四
十
年
に
か
け
て
、
清
浄
心
院
の
住
職
と
な
っ
た
。
ま
た
、

水
原
堯
栄
は
親
王
院
の
住
職
で
あ
っ
た
。 

二
つ
目
の
理
由
は
、
宏
栄
と
い
う
人
物
の
名
前
の
発
音
は
水
原
堯
栄
の
師

の
名
前
と
一
致
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
水
原
堯
栄
は
高
野
山
親
王
院
の
水

原
弘
栄
に
師
事
す
る
。
宏
栄
は
虚
構
人
物
で
あ
る
が
、「
こ
う
え
い
」
と
い
う

名
の
読
み
方
は
弘
栄
と
同
じ
で
あ
る
。 
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三
つ
目
の
理
由
は
、
小
説
「
澄
賢
房
覚
書
」
に
お
い
て
「
S
院
」
は
親
王

院
ま
た
は
清
浄
心
院
の
こ
と
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。「
そ
れ
か

ら
半
時
間
後
に
澄
賢
は
S
院
の
一
間
で
宏
栄
と
対
い
合
っ
て
坐
っ
て
い
た
」

と
描
か
れ
て
い
る
。
水
原
堯
栄
が
住
職
と
な
っ
た
親
王
院
、
清
浄
心
院
の
頭

文
字
は
「
S
」
音
で
あ
る
。
そ
の
故
、
小
説
に
使
わ
れ
る
「
S
院
」
は
、
水

原
堯
栄
が
住
持
し
た
親
王
院
ま
た
は
清
浄
心
院
で
あ
ろ
う
か
。 

四
つ
目
の
理
由
は
、
宏
栄
に
関
す
る
描
写
が
「
若
き
日
の
高
野
山
」
に
あ

る
水
原
堯
栄
の
描
写
と
似
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
小
説
「
澄
賢
房
覚
書
」
に

は
、
「
彼
等
は
二
列
縦
隊
を
作
っ
て
静
か
に
筵
道
に
歩
み
を
進
め
て
来
た
」
、

「
澄
賢
は
両
側
に
金
剛
峯
寺
と
染
め
抜
い
た
提
燈
を
提
げ
て
厳
し
い
雰
囲
気

を
作
っ
て
親
王
院
の
門
前
を
離
れ
た
」
、
「
宏
栄
は
二
枚
重
ね
た
羽
二
重
の
白

い
座
布
団
の
上
に
坐
り
」
と
描
か
れ
て
い
る
。
「
若
き
日
の
高
野
山
」
で
は
、

水
原
堯
栄
は
「
紅
白
の
布
団
二
枚
重
ね
た
上
に
」
坐
る
。
水
原
堯
栄
の
「
先

頭
は
素
足
に
草
鞋
、
萌
黄
色
の
角
帯
、
尻
か
ら
げ
と
い
っ
た
い
で
た
ち
で
、

足
許
提
燈
に
は
燈
が
と
も
っ
て
い
る
。
新
浄
下
駄
を
持
っ
た
家
来
と
侍
僧
二

人
、
あ
と
か
ら
見
送
り
の
人
が
三
、
四
十
人
続
い
て
い
る
」（
25
）

と
描
写
し
て

い
る
。
「
提
燈
」
、
「
座
布
団
」
も
使
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
小
説
に
も
、
「
若

き
日
の
高
野
山
」
に
も
高
僧
が
登
場
す
る
時
、
相
当
な
人
数
の
従
僧
が
住
職

に
従
う
と
い
う
描
写
が
見
ら
れ
る
。 

以
上
の
よ
う
に
、
井
上
靖
は
水
原
堯
栄
を
モ
デ
ル
と
し
て
、
彼
の
師
水
原

弘
栄
の
名
を
借
り
、
小
説
「
澄
賢
房
覚
書
」
の
高
僧
宏
栄
と
い
う
虚
構
の
人

物
を
作
り
出
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

五
、
お
わ
り
に 

 

本
稿
で
は
、「
澄
賢
房
覚
書
」
の
創
作
背
景
、
小
説
の
典
拠
を
中
心
と
し
て

考
察
を
行
っ
た
。 

昭
和
十
三
年
、
軍
隊
除
隊
後
の
井
上
靖
は
大
阪
毎
日
新
聞
社
に
復
帰
し
た

が
、
ほ
ぼ
同
じ
頃
に
当
時
の
文
芸
部
長
井
上
吉
次
郎
が
『
文
観
上
人
』
を
刊

行
し
た
。
単
行
本
『
文
観
上
人
』
の
「
註
」
と
「
解
」
で
言
及
さ
れ
た
立
川

流
は
、
井
上
靖
が
高
野
山
に
注
目
す
る
よ
う
に
な
っ
た
原
点
で
あ
る
と
推
測

さ
れ
る
。
そ
の
後
、
宗
教
欄
・
美
術
欄
を
担
当
す
る
井
上
靖
は
、
取
材
す
る

た
め
に
、
足
繁
く
高
野
山
を
訪
れ
た
。
そ
し
て
、
井
上
靖
は
小
説
の
「
日
記

の
断
片
」
の
添
削
加
筆
も
中
川
善
教
に
頼
ん
だ
。
水
原
堯
栄
の
立
川
流
に
関

す
る
研
究
を
参
照
し
た
上
で
、
破
戒
僧
「
澄
賢
房
」
の
僧
侶
像
を
設
定
し
た

可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
高
僧
の
ほ
う
は
、
水
原
堯
栄
を
モ
デ
ル
と

し
て
、
彼
の
師
水
原
弘
栄
の
名
の
読
み
方
「
こ
う
え
い
」
を
借
り
、
宏
栄
と

い
う
人
物
を
設
定
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

井
上
靖
が
記
者
時
代
か
ら
小
説
を
発
表
す
る
ま
で
、
お
よ
そ
八
年
間
が
経

過
し
て
い
る
。「
澄
賢
房
覚
書
」
は
井
上
靖
に
と
っ
て
僧
侶
を
題
材
と
す
る
初

め
て
の
小
説
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
稿
で
は
、
作
中
人
物
の
人
物
像
に
関
す

る
考
察
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
点
を
今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。 

 

※
「
澄
賢
房
覚
書
」
の
本
文
引
用
は
、
総
て
『
井
上
靖
全
集
』
第
二
巻
（
平

成
六
年
六
月
、
新
潮
社
）
に
よ
る
。 

 

本
論
文
中
の
引
用
は
、
仮
名
遣
い
は
原
文
の
ま
ま
、
漢
字
の
旧
字
体
は
新



井上靖「澄賢房覚書」論（李鈺） 

 (14)

字
体
に
改
め
る
。
ま
た
、
引
用
部
（
中
略
）
は
、
執
筆
者
に
よ
る
。 

  

〈
注
〉 

（
1
）
『
井
上
靖
全
集
』
第
二
巻
「
解
題
」
に
よ
る
と
、
昭
和
二
十
六
（
一
九
五
一
）

年
六
月
一
日
発
行
の
『
文
學
界
』
六
月
号
（
第
五
巻
第
六
号
）
に
「
澄
賢
房
覚

え
書
」
の
題
で
発
表
さ
れ
た
。
「
覚
え
書
」
か
ら
「
覚
書
」
に
変
っ
た
理
由
、

具
体
的
な
時
間
な
ど
の
情
報
は
載
っ
て
い
な
い
。 

（
2
）
『
井
上
靖
全
集
』
別
巻
（
平
成
十
二
年
四
月
、
新
潮
社
） 

（
3
）
年
に
一
号
刊
行
の
『
井
上
靖
研
究
』
は
、
平
成
三
十
年
ま
で
計
十
七
回
刊
行
さ

れ
て
い
る
。
『
井
上
靖
研
究
』
第
十
二
号
掲
載
の
「
井
上
靖
参
考
文
献
目
録
」

に
は
、
平
成
十
一
年
一
月
か
ら
十
五
年
十
二
月
ま
で
の
参
考
文
献
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
第
十
三
号
掲
載
の
目
録
は
、
平
成
十
六
年
一
月
か
ら
平
成
二
十
年

十
二
月
ま
で
の
も
の
で
あ
る
。
第
十
四
号
掲
載
の
目
録
は
、
平
成
二
十
一
年
一

月
か
ら
平
成
二
十
五
年
十
二
月
ま
で
の
も
の
で
あ
る
。
第
十
七
号
掲
載
の
目

録
は
、
平
成
二
十
六
年
一
月
か
ら
平
成
二
十
八
年
十
二
月
ま
で
の
も
の
で
あ

る
。 

（
4
）「
澄
賢
房
覚
え
書
」
評
（
県
立
神
奈
川
近
代
文
学
館
「
井
上
靖
文
庫
」
所
蔵
資

料
番
号t

‐01

‐520

‐00074579

） 

（
5
）
井
上
靖
『
あ
る
偽
作
家
の
生
涯
』
（
昭
和
二
十
六
年
十
月
、
創
元
社
） 

（
6
）
井
上
靖
「
若
き
日
の
高
野
山
」（
『
藤
本
四
八
写
真
集

―
高
野
山

―
』
昭
和

四
十
八
年
六
月
、
三
彩
社
） 

（
7
）
藤
澤
全
編
「
井
上
靖
年
譜
」（
『
井
上
靖
全
集
』
別
巻
、
平
成
十
二
年
四
月
、
新 

潮
社
）
。 

（
8
）
（
6
）
に
同
じ
。 

（
9
）
以
下
、
井
上
靖
が
「
若
き
日
の
高
野
山
」
に
提
示
し
て
い
る
部
分
を
示
す
。
頁

数
は
『
井
上
靖
全
集
』
第
二
巻
に
よ
る
。 

①
（
469
頁
）
樗
櫪
の
材
を
以
て
（
中
略
）
三
毒
五
欲
… 

②
（
468
頁
）
若
年
の
日
年
預
よ
り
下
山
申
し
つ
け
ら
れ
（
中
略
）
由
有
る
哉
。 

③
（
465
頁
）
十
月
二
十
四
日
、
天
晴
、
（
中
略
）
面
晤
数
剋
、
茶
を
喫
す
。 

④
（
470
頁
）
熟
〻
往
事
を
（
中
略
）
三
世
十
方
悉
く
こ
れ
一
塵
の
み
。 

（
10
）
以
下
は
小
説
「
澄
賢
房
覚
書
」
の
本
文
で
あ
る
。 

（
469
頁
）
十
月
二
十
六
日
、
大
門
よ
り
… 

し
か
し
、
井
上
靖
の
「
若
き
日
の
高
野
山
」
で
は
、
こ
の
段
落
に
筆
を
入
れ

た
者
が
中
川
善
教
で
あ
る
か
ど
う
か
明
示
し
て
い
な
い
。 

（
11
）
井
上
靖
「
あ
と
が
き
」（
『
井
上
靖
歴
史
小
説
集
』
第
十
一
巻
、
昭
和
五
十
七
年 

四
月
、
新
潮
社
） 

（
12
）
『
仏
書
解
説
大
辞
典
』
第
三
巻
（
昭
和
四
十
年
六
月
、
大
東
出
版
社
） 

（
13
）
日
野
西
眞
定
編
集
校
訂
『
新
校
高
野
春
秋
編
年
輯
録
』
増
訂
第
二
版
（
平
成
十

年
一
月
、
岩
田
書
院
） 

（
14
）『
大
日
本
古
文
書
』（
明
治
三
十
六
年
―
明
治
三
十
九
年
、
東
京
帝
国
大
学
文
学

部
史
料
編
纂
所
） 

（
15
）
阿
部
泰
郎
「
『
高
野
物
語
』
の
再
発
見
」
（
『
中
世
文
学
』
第
三
十
三
号
、
昭
和

六
十
三
年
三
月
）
九
十
三
頁 

（
16
）
田
寺
則
彦
「
文
鏡
秘
府
論
校
勘
考

―
難
字
・
異
体
字
の
翻
刻
に
つ
い
て

―
」 

(

第
十
一
回
佛
教
図
書
館
協
会
研
修
会
講
演
記
録
、
平
成
十
八
年
九
月
二
十
一
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日
）
に
よ
れ
ば
「
析
」
と
「
折
」
は
異
体
字
の
関
係
に
み
る
。 

（
17
）
水
原
堯
栄
『
邪
教
立
川
流
の
研
究
』（
大
正
十
二
年
五
月
、
全
正
舎
書
籍
部
）
。

こ
の
著
作
は
、
現
在
、
国
立
国
会
図
書
館
の
近
代
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で

閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

（
18
）
（
17
）
に
同
じ
。
十
五
頁
。 

（
19
）
ラ
ポ
ー
・
ガ
エ
タ
ン
「
近
代
の
立
川
流
研
究
の
端
緒

―
井
上
吉
次
郎
著
「
文

観
上
人
」
の
誕
生
の
背
景
を
水
原
堯
栄
と
の
交
流
か
ら
読
み
解
く

―
」

（
『W

A
S

E
D

A
 R

IL
A

S
 JO

U
R

N
A

L

』N
o.4

、
平
成
二
十
八
年
十
月
）
の
論
述

に
よ
る
。
井
上
吉
次
郎
が
水
原
堯
栄
の
著
作
を
参
考
に
し
、
経
蔵
を
閲
覧
さ
せ

て
も
ら
っ
て
研
究
を
行
っ
た
こ
と
は
ほ
ぼ
確
実
で
あ
る
。 

（
20
）
（
17
）
に
同
じ
。 

（
21
）
井
上
吉
次
郎
『
文
観
上
人
』（
昭
和
二
十
年
六
月
、
人
文
書
院
）
。
こ
の
著
作
は
、

現
在
、
国
立
国
会
図
書
館
の
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
、
閲
覧
す
る
こ
と
が

で
き
る
。 

（
22
）
（
21
）
に
同
じ
。 

（
23
）
（
21
）
に
同
じ
。 

（
24
）
（
19
）
に
同
じ
。 

（
25
）
（
6
）
に
同
じ
。 

 

主
指
導
教
員
（
堀
竜
一
教
授
）
、
副
指
導
教
員
（
鈴
木
恵
教
授
・
角
谷
聰
准
教
授
） 

 


